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の
史
料
が
十
枚
あ
り
ま
す
。

　
多
種
多
様
な
史
料
を
、「
文
庫
」
と
い

う
形
で
ま
と
め
て
あ
る
の
は
、
図
書
館
か

ら
移
管
さ
れ
た
も
の
の
特
徴
で
あ
り
、
史

料
整
理
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
と

も
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
来
歴
が

不
明
と
な
っ
た
り
、
元
の
秩
序
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
い
た
り
と
、
現
在
の
考
え
方

と
は
違
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
当

時
の
担
当
者
が
最
善
を
尽
く
し
た
結
果
で

あ
り
、
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
多
く
の
情
報

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
館
と
し
て
も
調

査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
落
穂
文
庫
は
当
館
が
平
成
五
年
に
開
館

し
た
際
に
、
旧
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
か

ら
移
管
さ
れ
た
二
千
五
百
十
九
点
か
ら
な

る
「
文
庫
」
で
す
。
こ
の
「
文
庫
」
は
、

旧
秋
田
図
書
館
で
未
整
理
・
未
公
開
に

な
っ
て
い
た
書
状
・
絵
図
・
古
書
な
ど
の

史
料
類
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

来
歴
も
様
々
の
よ
う
で
す
。

　
内
容
は
書
状
・
系
図
・
由
緒
書
・
絵
図

な
ど
の
古
文
書
類
か
ら
、
江
戸
期
の
古
書
、

明
治
以
降
の
刊
本
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
年
代
も
判
明
す
る
も
の
だ
け
で
も

康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
の
「
小
峰
政
常

元
服
名
乗
書
」
か
ら
、
昭
和
三
十
三
年
刊

行
の「
根
岸
歌
話
会
会
報
創
刊
号
」ま
で
と
、

幅
広
い
範
囲
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
書
状
類
は
千
七
百
点
以
上
あ
り
、
中
で

も
真
崎
勇
助
宛
の
も
の
が
約
四
百
五
十
点

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
真
崎
勇
助
は
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
活
動
し
た
郷
土
史
研
究

家
・
収
集
家
で
、
書
状
の
内
容
は
考
古
学
・

歴
史
学
・
民
俗
学
か
ら
和
歌
な
ど
の
文
学
、

茶
道
や
近
況
報
告
ま
で
多
様
で
あ
り
、
彼

の
研
究
の
動
向
や
幅
広
い
人
脈
な
ど
が
分

か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
幕
末
か
ら
明
治
期
の
文
人
と
し
て

知
ら
れ
る
会
田
素
山
（
多
仲
）
宛
の
書
状

が
二
百
六
十
点
以
上
あ
り
、
明
治
期
秋
田

の
文
化
人
の
交
流
を
う
か
が
え
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
書
状
類
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の

と
し
て
は
他
に
、
幕
末
の
秋
田
藩
士
で
、

明
治
期
に
は
秋
田
県
の
教
育
な
ど
に
貢
献

し
た
安
東
半
助
宛
の
書
状
も
五
十
点
以
上

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
俳
句
や
漢
詩
文

に
関
す
る
書
簡
類
が
二
百
三
十
点
ほ
ど
あ

る
の
も
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　
そ
の
他
の
史
料
類
と
し
て
は
系
図
・
家

譜
類
が
四
十
点
以
上
あ
り
、
当
館
が
多
数

所
蔵
し
て
い
る
秋
田
藩
か
ら
伝
来
し
た
系

図
類
を
補
完
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
藩
主
の
動
向
や
、
明
治
天
皇
の
巡
幸

に
関
す
る
史
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
絵
図
類
は
写
真
の
「
保
戸
野
御
足
軽
組

配
置
図
」
や
、
日
本
各
地
の
城
郭
を
描
い

た
「
城
之
図
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
古
書
や
そ
の
写
し
な
ど
の
記
録
に
つ
い

て
は
仏
教
・
神
道
・
儒
教
・
歴
史
・
地
誌

な
ど
多
く
の
分
野
が
含
ま
れ
て
お
り
、
中

で
も
軍
記
や
兵
法
な
ど
に
関
す
る
も
の
が

三
十
点
以
上
あ
り
ま
す
。

　
刊
本
や
印
刷
物
が
多
い
の
も
特
徴
の
ひ

と
つ
で
、
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
古
今
の
武

勇
に
優
れ
た
人
物
や
、
儒
学
者
な
ど
を
相

撲
の
番
付
表
に
模
し
て
一
覧
に
し
た
木
版

「保戸野御足軽組配置図」（落1515）
正徳６（1716）年
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落
穂
文
庫

貴
重
文
書
書
庫
の
史
料
紹
介

　
昨
年
度
発
行
の
「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
第
三

十
二
号
で
取
り
上
げ
た
忍
家
文
書
「
白
川
晴

綱
・
同
義
親
連
署
判
物
」(

資
料
番
号
：
忍
１
）

の
史
料
紹
介
文
に
つ
い
て
、
各
方
面
よ
り
様
々

な
ご
指
摘
を
う
け
ま
し
た
。
ま
ず
翻
刻
文
に
訂

正
が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
掲
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

□
向
之
内
岡
部
太
郎
左
衛
門

跡
・
冨
沢
之
内
永
田
文
八
あ

と
、
彼
両
地
と
ミ
沢
ニ
致
約

束
候
、
て
に
い
り
候
あ
ひ

た
、
か
し
置
候
、
彼
地
本
意

候
者
、
速
ニ
あ
け
お
く
へ
く

候
、
為
後
日
一
筆
い
た
し
お

き
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
辛

　
　
　
天
文
二
十
年
　
三
月
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
亥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
忍
太
郎
左
衛
門
と
の
へ

　
同
記
事
で
は
結
城
白
川
義
親
に
つ
い
て
「
結

城
白
川
氏
の
庶
流
小
峰
氏
出
身
」
と
し
て
解
説

を
加
え
て
あ
り
ま
す
。
当
館
所
蔵
の
、
秋
田
藩

士
白
川
氏
が
藩
に
提
出
し
た
史
料
に
は
、「
小
峰

義
親
」
が
家
督
を
簒
奪
し
て
、
晴
綱
の
子
で
あ

る
義
顕
を
追
放
し
、
義
顕
の
子
孫
が
佐
竹
氏
に

仕
え
て
角
館
に
居
住
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す（「
藤
原
姓
白
川
系
図
」（
資
料
番
号

A
288.2-0569

）
等
）。

　
し
か
し
晴
綱
と
義
親
の
関
係
に
つ
い
て
は

『
白
河
市
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
論
考

で
は
義
親
を
晴
綱
の
子
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

晴
綱
の
子
と
さ
れ
る
隆
綱
や
義
顕
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
も
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
研
究
成
果
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
史
料
の
解

釈
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
史
料
が
原
本
か

後
世
の
写
し
な
の
か
と
い
う
部
分
に
つ
い
て

も
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
史
料
整
理
・
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で

正
確
な
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
館
所
蔵

忍
家
文
書
に
つ
い
て



家
蔵
文
書
』
や
『
介
川
東
馬
日
記
』
等
を
、

そ
れ
ら
が
書
か
れ
た
歴
史
的
背
景
、
く
ず

し
字
の
特
徴
や
頻
出
す
る
表
現
等
の
解
説

を
交
え
な
が
ら
、
読
ん
で
い
き
ま
し
た
。

早
め
に
来
て
予
習
を
す
る
方
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
る
方
、
積
極
的
に
質
問
を
す
る
方

等
、
意
欲
的
な
姿
勢
で
講
座
に
臨
む
受
講

者
の
方
々
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　「企
画
展
解
説
講
座
」
で
は
、
今
年
度

の
企
画
展
「
明
治
百
五
十
年
〜
秋
田
県
の

誕
生
〜
」
で
展
示
中
の
幕
末
期
か
ら
明
治

初
期
の
史
料
の
紹
介
と
、
関
連
す
る
歴
史

的
事
象
の
解
説
を
し
ま
し
た
。
受
講
者
の

方
の
中
に
は
、
講
座
終
了
後
、

改
め
て
企
画
展
を
見
に
行
か

れ
る
方
や
関
連
史
料
を
閲
覧

室
で
御
覧
に
な
る
方
も
お
り
、

充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し

た
。　今

年
度
は
「
古
文
書
解
読

講
座
」
に
延
べ
二
百
八
十
五
名
、

「
企
画
展
解
説
講
座
」
に
二

十
二
名
と
、
合
計
三
百
七
名

の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
御
意
見
を
踏
ま
え
、
講

座
を
よ
り
良
い
も
の
に
で
き

る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
公
文
書
館
講
座
に
御

期
待
く
だ
さ
い
。

　当
館
所
蔵
の
史
料
に
関
す
る
知
識
や
歴

史
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、

歴
史
史
料
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
や
当

館
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
は
七
月
に

「
古
文
書
解
読
講
座
」
を
八
回
、
十
月
に

「
企
画
展
解
説
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「古
文
書
解
読
講
座
」
で
は
、『
秋
田
藩

7/ 7（金） ①古文書に慣れよう
 ②新田開発関係史料を読む
7/14（金） ③藩政後期勘定奉行の日記を読むⅠ
 ④『須藤茂孟日記』を読む
7/21（金） ⑤関東の戦国を読む
 ⑥御境目関係史料を読む
7/28（金） ⑦「銅山方一件」を読む
 ⑧藩政後期勘定奉行の記録を読むⅡ

10/27（金）
企画展「明治150年～秋田県の誕生～」を見る

平成29年度　公文書館講座一覧

●古文書解読講座

●企画展解説講座

　第
四
巻
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
、

三
月
十
三
日
に
元
禄
十
七
年
か
ら
改

元
）
三
月
か
ら
同
二
年
（
一
七
〇
五
）

六
月
ま
で
の
日
記
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　今
巻
で
の
出
来
事
は
、
家
督
を
継
ぎ

初
め
て
久
保
田
入
り
す
る
藩
主
佐
竹
義

格
、
幕
府
か
ら
国
目
附
が
同
行
し
て
の

こ
と
で
し
た
。
一
方
、
江
戸
で
は
七
月

に
洪
水
の
被
害
あ
り
、
十
月
に
は
利
根

川
新
川
の
御
普
請
御
手
伝
の
割
当
が
秋

田
藩
に
も
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
余
談

で
す
が
、
秋
田
で
光
る
飛
翔
体
の
目
撃

情
報
が
江
戸
で
話
題
に
な
り
、
幕
府
か

ら
の
諮
問
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
家
老

と
し
て
藩
政
を
支
え
る
元
朝
の
行
動
を

日
記
が
伝
え
て
い
ま
す
。

　岡
本
元
朝
日
記
第
四
巻
は
、
既
刊
同

様
に
消
費
税
抜
き
四
千
円
で
頒
布
し
て

お
り
ま
す
。
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

「
岡
本
元
朝
日
記
」

　
　
　
　
　第
四
巻

「
岡
本
元
朝
日
記
」

　
　
　
　
　第
四
巻

刊
行
物
紹
介
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平
成
二
十
九
年
度



　

　
平
成
二
十
九
年
は
、
明
治
に
換
算
す
る

と
百
五
十
年
に
あ
た
り
ま
す
。
明
治
維
新

に
よ
っ
て
日
本
は
急
速
に
近
代
化
の
歩
を

進
め
、
秋
田
も
大
き
く
変
化
を
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
本
年
の
企
画
展
で
は
、「
明
治

百
五
十
年
〜
秋
田
県
の
誕
生
〜
」
と
題
し
、

当
館
が
所
蔵
す
る
幕
末
期
か
ら
明
治
初
期

の
資
料
を
六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
紹

介
し
、
秋
田
で
明
治
維
新
と
近
代
化
が
ど

の
よ
う
に
進
ん
だ
か
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
「
明
治
天
皇

の
秋
田
巡
幸
」
と
「
明
治
維
新
の
記
念
行

事
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
企
画
展
で
は
、
こ
の
「
秋
田
で
」
何
が

あ
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
ま

し
た
。
こ
こ
秋
田
の
記
録
を
残
し
伝
え
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
当
館
の
使
命
と
考
え
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
学
校
に
通
う
若
い
世

代
に
公
文
書
館
の
役
割
を
伝
え
て
い
く
意

味
で
も
、
や
さ
し
く
理
解
し
や
す
い
展
示

内
容
と
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
展
示

し
た
資
料
の
内
容
す
べ
て
を
完
全
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
ま
で
も
、
出

来
事
が
あ
っ
た
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ

と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展
示
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
関
心
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
比
較
的
、

多
い
と
思
わ
れ
る
時
代
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
各
局
で
こ
の

企
画
展
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
最
終

的
に
、
延
べ
六
千
名
を
超
え
る
来
場
者
を

お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

戊
辰
戦
争
や
明
治
維
新
百
五
十
年
を
取
り

上
げ
る
展
示
が
、
同
時
期
に
他
館
で
も
実

施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
内
容
を
比

較
し
な
が
ら
見
学
さ
れ
る
方
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
展
示
で
は
小
さ
く
て
見
づ
ら
い
資
料
や
、

一
部
分
し
か
お
見
せ
で
き
な
い
資
料
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
館
所
蔵
資
料
は
一
部
の

例
外
を
除
い
て
、
閲
覧
申
請
に
よ
り
館
内

で
ど
な
た
で
も
手
に
と
っ
て
御
覧
に
な
れ

ま
す
。
興
味
を
も
た
れ
た
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　
企
画
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
残
部
を

カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
当

館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
御
活
用
く

だ
さ
い
。

展示より　幕末の秋田

展示コーナー構成

幕末の秋田 江戸時代末
秋田の戊辰戦争 慶応４年（明治元年）
知藩事の制度 明治２年～３年
廃藩置県と秋田県の成立 明治４年
秋田の近代化 明治時代初め
市町村の整備 明治時代初め
　　　　明治天皇の秋田巡幸 明治14年
　　　　明治維新の記念行事 大正時代～昭和時代

トピックス

展示内容の年代展示コーナー名

展示資料より「萬覚書之事」（A212.1-63）

展示資料より　５代目県庁舎『秋田県史』（01-413）
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「
明
治
百
五
十
年
〜
秋
田
県
の
誕
生
〜
」

平
成
二
十
九
年
度

　企
画
展
報
告

前
期
八
月
二
十
六
日
〜
九
月
二
十
五
日

　後
期
十
月
二
十
七
日
〜
十
一
月
二
十
九
日
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今
年
度
も
八
月
二
十
九
日（
火
）と
十
一

月
三
日（
金
・
祝
）に
、当
館
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、「
県
政
映
画
上
映
会
〜
秋
田

昭
和
の
時
代
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
〜
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　
八
月
の
上
映
会
は
、毎
年「
県
の
記
念

日
」の
関
連
行
事
の
一つ
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、今
年
は
昭
和
三
十
年
代
の

作
品
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。中
学

校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
、ま
だ
あ
ど
け

な
さ
が
残
る
若
者
が
家
族
と
の
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
集
団
就
職
列
車
で
出
発
す

る
様
子
を
紹
介
し
た「
集
団
就
職
出
発
」

　
県
政
映
画
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
、

映
像
に
よ
る
県
の
広
報
が
テ
レ
ビ
に
移

る
昭
和
五
十
年
代
ま
で
の
間
、
映
画
館

の
幕
間
に
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
に

は
開
館
の
際
、
当
時
、
県
庁
地
下
書
庫

に
保
管
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
ル
ム
約
三
百

本
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
受
入
時
、
長
期
保
存
の
た

め
に
フ
ィ
ル
ム
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
真

空
包
装
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期

利
用
の
た
め
に
高
画
質
で
当
時
の
業
務

用
標
準
規
格
の
Ｄ
２
規
格
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
現
在
、
フ
ィ
ル
ム
の
ビ
ネ
ガ
ー

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
、
再
生
機
器
の
製
造

中
止
に
よ
る
Ｄ
２
テ
ー
プ
の
利
用
不
能

と
い
っ
た
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
新

た
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
当
館

で
は
現
在
、
今
後
の
対
応
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

（
昭
和
三
十
三
年
）や
、同
じ
年
の
、小
学

校
の
学
級
が
子
供
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
の「
す

し
づ
め
学
級
」、当
時
と
し
て
は
最
新
鋭
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を
迫
力
あ
る
映
像
で

紹
介
し
た「
東
北
に
初
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

車
」（
昭
和
三
十
四
年
）、そ
し
て
、現
代
に

も
通
じ
る
よ
う
な
男
女
グ
ル
ー
プ
交
流
に

よ
る
婚
活
を
描
い
た「
農
村
で
の
結
婚
難

対
策
」（
昭
和
四
十
二
年
）な
ど
や
、ふ
る

さ
と
の
四
季
を
紹
介
す
る
五
本
の
作
品
を

上
映
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
は
、文
化
の
日
に
ち
な
み
、今
で

い
う「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
仮
装

を
し
た
牛
た
ち

が
登
場
す
る

「
も
っ
と
た
く

さ
ん
牛
乳
を
」

（
昭
和
三
十
三

年
）、「
ウ
ィ
ー

ン
少
年
合
唱
団

来
県
」（
昭
和

三
十
四
年
）、

「
番
楽
と
若
者

た
ち
」（
昭
和

四
十
四
年
）、

「
皇
太
子
ご
夫
妻
ご
来
県
」（
昭
和
四
十
五

年
） 

な
ど
五
本
を
上
映
し
ま
し
た
。

　
白
黒
映
像
の
往
時
の
秋
田
の
映
像
は
お

客
様
の
郷
愁
を
誘
っ
た
よ
う
で
す
。

　
お
客
様
の
感
想
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。「
歩
ん
で
き
た
時
代
に

丁
度
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
。懐
か
し
か
っ
た
。」（
七

十
代
、男
性
）、「
す
し
づ
め
学
級
の
様
子

は
今
で
は
夢
物
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
。」（
八
十
代
以
上
、男
性
）、「
自
分
の

生
ま
れ
る
前
の
秋
田
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
」（
十
代
、女

性
）、「
秋
田
の
歴
史
を
知
る
良
い
機
会

だ
っ
た
。」（
四
十
代
、男
性
）、「
映
像
中
の

女
の
子
を
見
る
と
、自
分
も
こ
ん
な
感
じ

だ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
、な
つ
か
し
く
思
っ

た
。」（
六
十
代
、女
性
）、「
昭
和
の
時
代
の

県
民
の
皆
様
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
が

印
象
的
で
し
た
。」（
四
十
代
、女
性
）。

　
ま
た
、「
も
っ
と
県
民
に
Ｐ
Ｒ
し
た
方
が

良
い
と
感
じ
ま
し
た
。」（
五
十
代
、男
性
）

と
の
御
意
見
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
御
意
見
を
参
考
と
し
て
さ
ら

に
内
容
の
充
実
に
努
め
、平
成
三
十
年
度

も
上
映
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
当
館
の
特
別
閲
覧
室
で
は
、ど
な
た
で

も「
県
政
映
画
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、閲
覧
室
で
も
上

映
を
し
て
い
ま
す
。是
非
、御
利
用
く
だ

さ
い
。

秋田昭和の時代  映像アーカイブ 

1回目上映 午前11時～正午 
2回目上映 午後2時～午後3時 

平成２９年 

   秋田県公文書館 

   3階 多目的ホール 
  （県立図書館と併設） 

昭和33年4月  すしづめ学級／集団就職出発／予算県議会 ほか 
昭和34年6月  東北に初のディーゼル機関車／農業用水ダム建設進む ほか 
昭和35年3月  雪国の民芸品／白鳥の十和田湖／健康な村めざして ほか 
昭和42年8月  夏の男鹿半島／寒風山、頂上展望台、水族館工事 ほか 
昭和42年10月 農村での結婚難対策／ささら舞／大型コンバインの導入 ほか 

郷土秋田のニュース映像を５本上映    

〒010-0952 秋田市山王新町14-31 
電話  018-866-8301 FAX  018-866-8303 
URL http://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/ 

入場無料・予約不要 

平成29年度　第1回上映会ポスター

県
政
映
画
上
映
会

〜
秋
田
昭
和
の
時
代
　
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
〜

県
政
映
画
フ
ィ
ル
ム
の

保
存
に
つ
い
て
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引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

３２７件
（642冊）

３，３９７件
（5,165冊）

理
由

内

　
　訳

平成29年度新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利 用 し て い る （※２） 

非 公 開 情 報 が 多 数
含 ま れ て い る （※１）

新規公開の候補とした公文書 2,091件
475件
1,616件
1,323件
293件

9.6％

０件
（0冊）

４３件
（73冊） 0.0％

知 事 部 局
（平成２8年度分）

各行政委員会
（平成２7年度分）

　県
の
各
部
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。

　前
年
度
知
事
部
局
か
ら
引
渡
し
を
受
け

た
件
数
は
約
三
千
件
で
す
。

　こ
れ
ら
は
、
毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り

評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ

き
県
政
資
料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等

に
備
え
、
当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
、
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た

公
文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の

公
開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼

に
点
検
し
、
作
成
原
課
と
の
協
議
を
経

て
、
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な

ど
公
開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。　平

成
二
十
九
年
度
、
新
た
に
公
開
対
象

と
し
た
公
文
書
の
内
訳
は
下
表
の
よ
う

に
、
合
計
二
千
九
十
一
件
で
す
。
ど
な
た

で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
、
原

本
を
御
覧
に
な
れ
ま
す
（
非
公
開
情
報
は

被
覆
い
た
し
ま
す
）
。
お
気
軽
に
御
利
用

く
だ
さ
い
。

　十
一
月
二
十
二
日
、
公
文
書
・
歴
史
資

料
の
保
存
と
利
用
に
つ
い
て
取
組
み
の
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　基
調
講
演
に
は
、
新
潟
市
歴
史
文
化
課

の
長
谷
川
伸
先
生
を
お
迎
え
し
て
「「
古

文
書
の
力
を
見
直
す―

新
史
料
協
編
『
古

文
書
保
存
・
整
理
の
手
引
き
【
改
訂
版
】』

の
紹
介
と
解
説―

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「古
文
書
解
読
の
専
門
知
識
や
技
能
が

乏
し
く
て
も
で
き
る
こ
と
は
な
に
か
」
を

目
的
に
編
さ
ん
し
た
こ
の
手
引
き
を
も
と

に
、
古
文
書
保
存
・
整
理
の
基
本
的
考
え

方
や
古
文
書
を
よ
り
良
い
状
態
で
後
世
に

残
す
た
め
に
古
文
書
が
読
め
な
く
て
も
誰

で
も
で
き
る
保
存
や
整
理
の
方
法
、
ま
た
、

改
訂
の
要
点
で
も
あ
る
災
害
か
ら
古
文
書

を
守
る
災
害
対
応
法
な
ど
に
つ
い
て
、
新

潟
県
で
発
生
し
た
地
震
で
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
例
に
し
な
が
ら
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、
災
害
の
発
生
に

よ
る
蔵
や
書
庫
の
倒
壊
や
浸
水
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
な
か
で
、
時
宜
を
得
た
内
容
で

あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
当
館
発
行
の
「
研

究
紀
要
」
第
二
十
四
号
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　会
議
の
後
半
で
は
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
か
ら
、
七
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

に
お
い
て
被
災
し
た
保
育
園
資
料
の
レ
ス

キ
ュ
ー
の
取
組
み
を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
当
館
か
ら
は
、
全
国
歴
史

資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
全
国
大

会
及
び
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
開
始
し
た

歴
史
資
料
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
市

町
村
訪
問
調
査
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況

平
成
二
十
九
年
度



 

　
当
館
所
蔵
の
資
料
は
、
許
可
を
受
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
複
製
物
を
作
成
し
た
り
、

写
真
や
翻
刻
の
出
版
物
へ
の
掲
載
、
放
映
、

映
像
資
料
の
上
映
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
許
可
申
請
は
平
成
二
十
八
年
度
に
五
十

四
件
、
平
成
二
十
九
年
度
は
十
二
月
末
ま

で
に
四
十
八
件
あ
り
、
別
表
の
よ
う
に
資

料
を
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
公
文
書
館

長
は
、
①
公
文
書
館
の
設
置
の
目
的
に
反

す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
②
公
文
書
館
の

業
務
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い
か
、

③
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人
権
を

侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
等
の
要
件

を
審
査
し
、
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　
許
可
後
は
、
決
定
時
の
条
件
を
遵
守
の

う
え
、
掲
載
や
放
映
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
の
人
権
に
つ
い
て
は
十
分
に
配
慮
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
掲
載
、
放
映
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
資

料
が
公
文
書
館
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
掲
載
や
放
映
が
終
わ
っ
た
後
は
、
速
や

所
蔵
資
料
の
出
版
・
掲
載
・

放
映
等
の
利
用
に
つ
い
て

　
当
館
で
は
、
資
料
を
長
期
に
わ
た
っ
て

保
存
す
る
た
め
、
書
庫
内
の
環
境
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
温
湿
度

の
管
理
、
虫
害
や
火
災
の
防
止
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
温
度
、
湿
度
が
適
正
な
数

値
内
に
あ
る
か
を
、
書
庫
内
の
温
湿
度
計

で
常
時
、
記
録
し
て
い
ま
す
。
温
湿
度
の

適
正
数
値
は
、
公
文
書
を
保
存
す
る
第

一
・
第
二
書
庫
で
は
、
二
十
二
℃
前
後
、

四
十
％
〜
五
十
五
％
、
古
文
書
を
保
存
す

る
貴
重
文
書
書
庫
で
は
、
二
十
三
℃
前
後
、

五
十
％
〜
六
十
％
で
す
。
書
庫
内
の
温
湿

度
は
、
外
気
の
影
響
や
書
庫
内
の
空
調
装

置
に
よ
る
管
理
の
加
減
に
よ
り
影
響
を
受

け
る
の
で
、
そ
の
数
値
を
把
握
し
、
適
正

外
の
状
態
が
長
く
続
く
の
な
ら
、
対
策
を

取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
温
湿
度
が
適
正

外
に
な
り
や
す
い
の
は
、
六
月
の
梅
雨
時

と
、
七
、
八
月
の
外
気
が
高
温
多
湿
に
な

る
時
期
で
す
。

　
ま
た
、
書
庫
内
に
捕
獲
ト
ラ
ッ
プ
を
設

置
し
て
、
有
害
虫
の
発
生
の
有
無
を
監
視

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ホ
コ
リ
に
よ
る
コ
ン
セ
ン
ト

火
災
防
止
の
た
め
の
火
気
点
検
も
し
て
い

ま
す
。 書

庫
内
に
お
け
る

資
料
保
存
の
た
め

の
環
境
整
備
に
つ
い
て

出
前
講
座
　平
成
三
十
年
度
も
や
り
ま
す
！

　
当
館
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、
あ

き
た
県
庁
出
前
講
座
の
一
環
と
し
て
、

「
公
文
書
館
所
蔵
資
料
で
秋
田
の
魅
力
を

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
グ
ル
ー

プ
が
行
う
学
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
十
二
月
末
ま
で

に
、
十
五
件
五
百
八
十
七
人
の
方
に
御
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
は
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
実
施
希
望
グ
ル
ー
プ
の
所
在
地
域
に

即
し
た
「
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
見
る
○

○
」
（
○
○
に
は
、
地
域
名
等
が
入
り
ま

す
）
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
。
公
文
書

館
の
業
務
と
と
も
に
、
講
座
実
施
地
域
の

当
館
所
蔵
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
実
施
を

希
望
さ
れ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
は
、
秋
田

県
公
式
サ
イ

ト
「
美
の
国

秋
田
ネ
ッ

ト
」
掲
載
の

実
施
要
項
を

御
覧
に
な
る

か
、
当
館
ま

で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

か
に
成
果
品
（
掲
載
し
た
冊
子
や
放
映
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）
を
添
付
し
た
上
で
、
所

定
の
完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に
は
、
一
定
の
時

間
（
概
ね
一
週
間
）
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

期
間
に
余
裕
を
も
っ
て
申
請
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
の
説
明
や
申
請
書
等
の
様

式
は
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
閲

覧
室
と
資
料
の
ご
利
用
方
法
」
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
申
請
は
受
理
で
き

か
ね
ま
す
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

出
版
物
へ
の
掲
載

放
映
・
放
送
等
で
の
使
用

配
布
物
・
報
告
書
等
へ
の
掲
載

展
示
会
・
企
画
展
等
で
の
展
示

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
九
年
度（
十
二
月
末
現
在
）

出
版
物
へ
の
掲
載

放
映
・
放
送
等
で
の
使
用

配
布
物
・
報
告
書
等
へ
の
掲
載 

展
示
会
・
企
画
展
等
で
の
展
示

48 ５ 12 ６ 25 54 ４ ６ ８ 36

合
計
件
数

合
計
件
数

「
公
文
書
館
所
蔵

　
　
　
資
料
に
見
る
○
○
」
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アカウント
プロフィール
（スマートフォン版）

QRコード

こ
の
印
刷
物
は
一
、七
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
八・〇
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　
平
　
　
日
　
９
時
〜 

19
時

　
土
日
祝
日
　
10
時
〜 

18
時

　
　
（
資
料
利
用
申
請
は
17
時
30
分
ま
で
）

◆
休
館
日（
平
成
30
年
度
）

　
毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日

　
（
８
月
と
１
月
の
第
三
水
曜
日
は
開
館
）

　
年
末
年
始
　
　
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

　
特
別
整
理
期
間

　
　
　
　
　
　
６
月
14
日
〜
６
月
20
日

　
　
　
　
　
　
12
月
〜
１
月（
期
間
未
定
）

　
（
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　
だ
さ
い
）

◆
企
画
展

　
　「
秋
田
と
海
」（
仮
）

　
　
前
期
　
８
月
25
日
〜
９
月
24
日

　
　
後
期
　
11
月
２
日
〜
12
月
４
日

◆
公
文
書
館
講
座

　●
古
文
書
解
読
講
座

　
　
７
月
６
日
・
７
月
13
日
・
７
月
20
日
・

　
　
７
月
27
日

◆
県
政
映
画
上
映
会

　第
一
回
　
８
月
29
日
　（
県
の
記
念
日
）

　
第
二
回
　
11
月
３
日
　
　（
文
化
の
日
）

◆
古
文
書
相
談
日

　毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日

（
７
月
と
特
別
整
理
期
間
を
除
き
ま
す
）
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当
館
で
は
平
成
二
十
九
年
六
月
か
ら
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
広
報
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
文
書
館
の
存
在
や

役
割
を
幅
広
い
世
代
の
方
へ
伝
え
る
事
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
当
館
公
式
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

に
よ
り
行
事
案
内
や
事
業
報
告
等
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
当
館

や
所
蔵
資
料
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

紹
介
な
ど
の
「
つ
ぶ
や
き
」
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
方
が
当
館
を
知
る
機
会
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名@

A
kita_A

rchives

ま
た
は

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
秋
田
県
公
文
書
館
」

で
検
索

URL  http://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/　
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ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　
　広
報
活
動
に
つ
い
て

行
事
予
定

利
用
案
内

●

平
成
三
十
年
度
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